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三
豊
市
い
い
と
こ
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
（
春
・
夏
編
）
審
査
発
表

宝
く
じ
の
助
成
で
祭
用
具
を
整
備

　
初
め
て
実
施
し
た
”
三
豊
市
い
い
と
こ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
“は
、

１
４
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

優
秀
賞
　
　
父
母
ケ
浜
暮
色
　
　
森
江
　
　
正
（
善
通
寺
市
）

　
〃
　
　
　
夏
の
お
わ
り
　
　
　
山
崎
　
雅
信
（
三
豊
市
）

入　

選
　
　
こ
こ
に
幸
あ
り
　
　
田
中
　
　
実
（
東
大
阪
市
）

　
〃
　
　
　
半
島
回
り
の
バ
ス
　
宮
本
　
朋
幸
（
綾
川
町
）

　
〃
　
　
津
嶋
の
夕
景
　
　
　
篠
原
　
泰
之
（
丸
亀
市
）

　
〃
　
　
四
国
の
道
花
の
道
　
橘
　
　
照
雄
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
第
６７
番
札
所
　
　
　
小
野
　
　
哲
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
水
あ
び
せ
　
　
　
　
寒
川
ヒ
ロ
シ
（
三
木
町
）

　
〃
　
　
ふ
れ
あ
い
　
　
　
　
塩
田
　
雅
雄
（
三
豊
市
）

　
〃
　
　
お
田
植
祭
　
　
　
　
岡
部
　
　
清
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
春
爛
漫
　
　
　
　
　
虎
丸
テ
ル
子
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
高
谷
岬
　
　
　
　
　
宮
本
　
雅
光
（
観
音
寺
市
）

佳　

作
　
境
内
に
咲
き
誇
る
藤
の
花
　
児
嶋
　
修
（
東
か
が
わ
市
）

　
〃
　
　
早
春
　
　
　
　
　
　
深
川
　
良
幸
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
あ
じ
さ
い
の
小
径
　
松
本
　
正
子
（
丸
亀
市
）

　
〃
　
　
若
鯉
の
ぼ
れ
　
　
　
井
上
　
義
信
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
花
開
く
丘
　
　
　
　
香
川
　
栄
吉
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
初
夏
の
風
　
　
　
　
浪
越
　
英
司
（
高
松
市
）

　
〃
　
　
春
に
舞
う
　
　
　
　
三
津
　
　
昇
（
三
豊
市
）

　
〃
　
　
瀬
戸
の
夕
景
　
　
　
藤
原
三
江
子
（
三
豊
市
）

　
〃
　
　
海
に
向
か
っ
て
　
　
松
本
　
　
敬
（
高
松
市
）

　
〃
　
　
的
に
向
か
っ
て
　
　
松
田
　
高
子
（
東
み
よ
し
町
）

　
入
選
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
場
所
で
も
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
展
示
場
所
と
期
間
】

　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
み
の
　
　
　
１１
月
1
日
〜
１２
日

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
１１
月
１３
日
〜
２０
日

　
高
瀬
天
然
温
泉
　
　
　
　
　
　
１１
月
２１
日
〜
２８
日

　
た
か
ら
だ
の
里
「
環
の
湯
」
　
１１
月
２９
日
〜
１２
月
７
日

※
展
示
期
間
の
初
日
と
最
終
日
は
準
備
等
の
た
め
、
時
間
に
よ
っ
て
は

　
展
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

!!
最優秀賞

お花畑を駆ける　山西　　（三豊市）

　（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民
の
親
睦
と
融
和
を
図

り
、
地
域
が
発
展
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
仁
尾
町
の
門
前
自
治
会
が
門
前
祭
り
に
使
用
す
る
備

品
用
具
類
を
、
山
本
町
の
庵
下
自
治
会
が
獅
子
着
物
と
役
者
衣
装

を
整
備
し
ま
し
た
。
新
調
さ
れ
た
用
具
は
秋
祭
り
で
お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
本
町
の
上
河
内
地
区
で
は
、
伝
統
行
事
を

永
く
伝
承
す
る
た
め
に
太
鼓
台
の
収
納
庫
を
整
備
し
ま
し
た
。



5

火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
（
平
成
19
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

秋
季
全
国
火
災�

　
　
予
防
運
動
の
実
施

三
豊
市
消
防
団
が
市
内

全
域
を
防
火
パ
レ
ー
ド

小
学
生
の
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
に
展
示

三
豊
市
消
防
団
が
香
川
県

消
防
操
法
大
会
で
準
優
勝

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

三
観
広
域
北
消
防
署
　
☎
７２
・

2�
1
1
9

消
防
自
動
車
等
の
緊
急
走
行
に�

　
　
　
　
　

対
す
る
理
解
と
協
力
を
!!

　
１１
月
9
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
7
日
間
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
年
度
の
重
点

目
標
を
定
め
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
る
も
の
で
す
。
今
年
度
の
重
点

目
標
は
3
つ
で
す
。

　
①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対

　
　
策
の
推
進

　

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火

　
　
安
全
対
策
の
徹
底

　
住
宅
火
災
を
予
防
す
る
た
め
に
、

「
い
の
ち
を
守
る
　
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

が
あ
り
ま
す
。

　
・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

　
・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

　
　
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　
　
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

　
　
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

　
　
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

　
　
使
用
す
る
。

　
・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

　
　
消
す
た
め
に
、
住
宅
用

　
　
消
火
器
を
設
置
す
る
。

　
・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守

　
　
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

　
　
つ
く
る
。

　
住
宅
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

等
を
中
心
と
す
る
犠
牲
者
を
減
少
さ
せ
ま

し
ょ
う
。�

�����

　
三
観
広
域
消
防
本
部
が
三
豊
市
内
の
小

学
生
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
２５
校
、
1
0
5
5
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
た

優
秀
作
品
２８
点
を
、
秋
季
火
災
予
防
運
動

期
間
中
、
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
に
展
示
し
ま
す
。

　
　

　
１１
月
9
日（
金
）〜
１５
日（
木
）

　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
　
　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

���

　
三
豊
市
消
防
団
は
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
期
間
中
に
市
内
全
域
で
防
火
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
す
。
各
方
面
隊
は
、
高
瀬
町

の
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
出
発
式

を
行
っ
た
あ
と
、
三
観
広
域
北
消
防
署
、

第
二
・
三
分
署
の
広
報
車
と
隊
形
を
組
み
、

管
轄
区
域
を
巡
回
し
て
住
民
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
　
　
１１
月
１１
日（
日
）
　

　
　
　
午
前
8
時
〜
１１
時
３０
分�

�����

　
9
月
１６
日
、
三
豊
市
の
代
表
と
し
て
、

三
野
方
面
隊
選
抜
が
消
防
学
校
で
行
わ
れ

た
香
川
県
消
防
操
法
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
出
場
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
の
差
で
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
団
員
は
、
真
夏
の

3
カ
月
間
に
も
及
ん
だ
厳
し
い
練
習
の
成

果
を
力
強
く
披
露
し
ま
し
た
。

　
消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
は
、
一
刻
も

早
く
災
害
現
場
に
急
行
し
て
消
防
活
動
を
行

い
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
り
、
ま
た

応
急
処
置
を
行
い
、
急
病
人
な
ど
を
速
や
か

に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
消
防
自
動
車
等
は
、
緊
急
時
に

迅
速
に
通
行
す
る
た
め
、「
緊
急
自
動
車
と
し

て
、
一
般
の
車
両
よ
り
も
優
先
し
て
走
行
す

る
事
」
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
自
動
車
等
の
円
滑
な
緊
急
走
行
の
た

め
に
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
消
防
自
動
車
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

緊
急
走
行
し
、
接
近
し
て
き
た
場
合
に
は
、

周
囲
の
状
況
に
配
慮
の
う
え
、
速
や
か
に

進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
交
差
点
付
近
で
は
、
交
差
点
進
入
を
避
け
、

道
路
左
側
に
寄
っ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ

さ
い
。

●
消
防
自
動
車
等
が
高
速
道
路
な
ど
で
本
車

線
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
時
は
、
こ
れ
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す
る
場
合
は
、

消
防
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

●
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と

は
、
法
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

夜
間
の
緊
急
走
行
時
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対

し
付
近
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時

日
時

場
所
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